
「認定住宅新築等特別税額控除額の計算明細書」の書き方 

○ 「３ 税額控除限度額の計算等」欄

認定住宅の新築等に係る対価の額又は費用の額に含まれる消費税額等が、消費税率（８％又は 10％）によ

る消費税額等と消費税率（５％）による消費税額等の合計額からなる場合には、次の算式により、消費税率

（８％又は 10％）による消費税額等に対応する標準的な費用の額㉔と消費税率（５％）による消費税額等に

対応する標準的な費用の額㉕との合計額㉖を表面の⑪欄に転記してください。 

１ 消費税率が５％による消費税額等に対応する標準的な費用の額の計算 

２ 消費税率が８％又は 10％による消費税額等に対応する標準的な費用の額の計算 

３ 合計額の計算 

㉔（ 円） ＋ ㉕（ 円） ＝ ㉖（ 円）

標準的な費用の額 

表面の⑨欄の金額 

（      円）

消費税額等（５％）に対応する認定住宅の新築等に

係る対価の額又は費用の額

認定住宅の新築等に係る対価の額又は費用の額の総額

（ 円）

（ 円）

＝ ㉔（ 円）

※ 最高 500 万円

×

認定住宅の新築等に係る対価の額又は費用の額の総額

（ 円）

（ 円）

＝ ㉕（ 円）

※ 最高 650 万円

×

標準的な費用の額 

表面の⑨欄の金額 

（  円）

消費税額等（８％又は 10％）に対応する認定住宅の新築等

に係る対価の額又は費用の額 

※ 最高 650 万円 


